
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

６月は『歯と口の健康週間』『むし

歯予防デー』がある月です。 

 

せっかくの機会ですから、あらためて歯とお口の

健康について考え直してみませんか？ 

 

しらき歯科クリニックでも「歯とお口の健康をい

つまでも保つためにはどうすれば良いか？」をい

つも考えながら、日々の診療を行っています。 

 

歯が抜けてしまったり、入れ歯を使うようになっ

たり、年齢とともに歯やお口の機能が低下すると

考えれば、加齢現象のひとつかも知れません。 

 

一方、８０歳になってもご自身の歯を２０本以上 

 

 

 

 

 

前回までプラークコントロールの基本『毎日の歯

みがき』についてお話してきました。 

 

今回は、ぜひ毎日の歯みがきに加えて欲しい＋α

のセルフケアについてお話したいと思います。 

 

◆ 歯と歯の間に汚れがたまる 

 

むし歯や歯周病の原因となるプラーク（歯垢）は、

歯ブラシが届きにくい場所にたまりやすいもの

で、そのひとつは「歯と歯の間」です。 

 

そこで、歯と歯の間を清掃する専用の道具『デン

タルフロス』や『歯間ブラシ』をぜひ活用して欲

しいと思います。 

 

デンタルフロスは、細い糸状のもの

を歯と歯の間に通して清掃する道

具で、糸ようじも同じ仲間です。 

保っている方が３０％以上いるという調査結果

もあります。 

 

この結果から言えることは、ご自身の生活習慣と

心がけ次第で結果は変わるということです。 

 

いつまでも美味しいものを美味しく食べること

ができるように、毎日の歯みがきと歯科医院の定

期健診を続けて欲しいと思います。 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

歯間ブラシは、小さな歯ブラシ

のような形状をしている歯と歯

の間を清掃する道具です。 

 

これらの道具は歯と歯の間に入りやすい構造に

なっていて、歯みがきで残ってしまった歯と歯の

間のプラーク（歯垢）を効率的に除去できます。 

 

 

 

上の図を見てもらうと、これらの道具の効果は一

目瞭然です。 

 

毎日の歯みがきに歯と歯の間を清掃する習慣を

加えて、むし歯や歯周病になりづらい歯とお口の

環境をつくっていきましょう！ 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．５６ 

プラークコントロールって？（６） 

しらき歯科クリニック 
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歯ブラシ＋歯間ブラシ 

歯ブラシ＋フロス 

歯ブラシのみ 




